
農政 1

所 属 農政部 農産園芸課
担当(係)名 野菜・果樹特産担当 内線 2862

新 生産から販売までを見据えた重点園芸品目の産地強化

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】
２，５００ 一般財源 2,500 補助金 2,000

（前年度 ０） 旅 費 262（業務旅費）
需用費 180（消耗品費）

２ 背景・現状
農業従事者の高齢化や担い手の減少等に伴い、本県の野菜・果樹の産出額は漸減傾

向にあり、本県を代表する主要園芸品目においても産地の脆弱化が懸念される状況に
あることから、将来にわたって安定的に生産・販売できる産地体制の強化に取り組む
必要がある。

３ 事 業 目 的
本県を代表する園芸品目である夏秋トマト、夏ほうれんそう、えだまめ、柿の４品

目を重点園芸品目として位置付け、産地が行う自主的かつ独創的な取組について、重
点的な支援を行うことにより、産地の活性化を図る。

４ 事 業 概 要
産地自らが当該産地の課題を解決し活性化を図るための「産地活性化計画」を策定

し、同計画の実現に向けて行う産地ごとの自主的かつ独創的な取組について、重点的
な支援を行う。

（１）産地におけるリーダー研修、オペレーター養成や実証ほの設置など、農業者等の
組織する団体の実施するモデル的な取組に係る経費の一部を助成（2,000）
○事業実施主体：農業者等の組織する団体
○補助率：１／２以内
○主な支援対象経費

・リーダー研修、オペレーター養成費 ・農地情報を収集しデータベースの構築
・新技術導入に向けた実証ほの設置費 等

（２）県、ＪＡなど関係機関が一体となった産地支援（500）
・産地活性化協議会の取組について、普及指導員による地域に密着した支援を実施
・産地単位での対応が難しい課題等について、県関係課、ＪＡ全農岐阜を構成員と

する「県産地活性化支援チーム」による支援を実施

県内各園芸産地
農業者等の組織する団体（夏秋トマト・夏ほうれんそう・えだまめ・柿）

産地活性化計画の策定 取組課題 支援 県産地活性化支援チーム

・担い手の育成、確保 ※県全体の視点による支援

目標達成に向け ・担い手への農地集積 構成員:県園芸特産振興会

た取組の実践 ・出荷額の増大 ＪＡ全農岐阜、県関係課

・単位収量の向上 等

産地活性化協議会 普及指導員

構成員：生産部会、ＪＡ、市町村、農業委員会 による地域

農林事務所(農業振興課・農業普及課) 密着の支援 県内園芸産地の活性化

（款）６農林水産業費 （項）１農業費 （目）(9)園芸特産物対策費

（明細書事業名）○青果物等生産対策費

がんばる園芸産地育成支援事業費補助金

がんばる園芸産地育成支援推進事業費


